　過去問管理システムは、九工大情報工学部の授業で使われた試験問題の過去問を蓄積し、検索・閲覧できるシステムである。

(1)システム提案の背景
　成績を上げるために、過去問は必須なのが現状である。しかし、過去問が十分に出回らず、手に入らない学生がいるのは不公平である。また、実際に手に入れるまで過去問の質が分からず、ものによっては手に入れるのに苦労した結果、その苦労が無駄になることもある。そこで、みなに平等にかつ質のよい過去問を提供するためにこのシステムを提案する。

(2)システムの対象

　このシステムの利用者は、過去問を必要とする九工大生全員である。また、科目名などの過去問情報を管理する人を対象とする。

(3)システムの概要

　管理者は設けているが、このシステムはユーザである学生が主体となって作り上げる、ユーザ参加型のシステムである。管理者は科目名などを管理するだけで、あとは、学生が科目に対応する問題や解答などを自ら登録・作成していく。

　過去問情報を管理する人(以下、管理人と呼ぶ)が行えるのは過去問情報に関する操作のみである。管理人は、まずユーザ名とパスワードを用いてログインをする必要がある。その後、「学科」、「科目名」、「担当教官」や「開講年度」を入力し、過去問情報を登録できる。また、管理人は後々それらの項目を修正することもできる。
　一方、利用者はログインを必要とせず、自由に次の事を行える。

・問題の登録と削除

　科目に対応する問題を登録したい利用者は、問題を画像ファイルや文書ファイルなどにしてアップロードできる。また、ファイルを間違えた時などのために、利用者が登録された問題を再登録あるいは削除することもできる。

・解答の作成と編集
　ある問題に対する解答を作成したい利用者は、解答を直接入力して作成できる。また、解答に不足や誤りがあった場合などのために、利用者はいつでも解答を編集することができる。

・過去問情報の検索と閲覧

　過去問が欲しい利用者は、「学科」、「科目名」、「担当教官」、「年数」(過去何年分を対象とするか)のうち１つ以上を入力又は選択して、過去問情報を検索できる。目的の過去問情報が見つかれば、利用者はその過去問情報に関する画面に行き、登録・作成された問題や解答などを閲覧できる。なお、全ての過去問情報には一意のナンバーが割り当てられており、利用者はそのナンバーで検索することもできる。
・レビューの作成

　利用者は、試験の感想や問題・解答の有用性など様々な事を、名前(ハンドルネーム可)とともにレビューとして書き込める。

・問題や解答の復元

　利用者がいつでも自由に問題や解答を変更できるため、悪意のある利用者がそれらを削除したり、全く関係のない内容で登録したりもできる。悪意ある利用者によって手が加えられた時のために、利用者は問題や解答の変更履歴を閲覧し、それらを過去の内容に復元する事ができる。
　なお、管理人や利用者が、以上に挙げた操作を行うためには、過去問データベースにアクセスできる端末を操作する必要がある。この端末は、学内のみに限定される。また、管理人と連絡を取る手段は、システムの機能としては提供していない。よって、利用者は、過去問情報に不備がある場合は過去問情報ナンバーを、科目を追加して欲しい場合はその過去問情報を、管理人に直接伝える必要がある。
